
(57)【要約】

【課題】腹腔鏡の刃または先端部を作動させて翼の望ま

しくない効果を最小限に抑えた改良型システムおよび改

良法を提供すること。

【解決手段】軸線沿いに延びる細長い管材を備えており

、細長い管材の内側には作業ロッドが管材と同軸に滑動

自在に設けられており、第１ピンを有する第１先端部を

更に備えており、第１ピンは第１先端部の近位端表面に

形成されており、第２ピンを有する第２先端部を更に備

えており、第２ピンは第２先端部の近位端表面に形成さ

れており、第２先端部は細長い管材に作動自在に接続さ

れた共通旋回ピンで第１先端部に旋回自在に接続されて

、作業ロッドの運動に応じて先端部を開閉するようにな

っている外科手術器具。

【選択図】図１

JP 2007-525285 A 2007.9.6



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 科 手 術 器 具 で あ っ て 、
　 軸 線 沿 い に 延 び る 細 長 い 管 材 を 備 え て お り 、 細 長 い 管 材 の 内 側 に は 作 業 ロ ッ ド が 管 材 と
同 軸 に 滑 動 自 在 に 設 け ら れ て お り 、
　 第 １ ピ ン を 有 す る 第 １ 先 端 部 を 更 に 備 え て お り 、 第 １ ピ ン は 第 １ 先 端 部 の 近 位 端 表 面 に
形 成 さ れ て お り 、
　 第 ２ ピ ン を 有 す る 第 ２ 先 端 部 を 更 に 備 え て お り 、 第 ２ ピ ン は 第 ２ 先 端 部 の 近 位 端 表 面 に
形 成 さ れ て お り 、 第 ２ 先 端 部 は 細 長 い 管 材 に 作 動 自 在 に 接 続 さ れ た 共 通 旋 回 ピ ン で 第 １ 先
端 部 に 旋 回 自 在 に 接 続 さ れ て 、 作 業 ロ ッ ド の 運 動 に 応 じ て 先 端 部 を 開 閉 す る よ う に な っ て
お り 、
　 作 業 ロ ッ ド に は 第 １ 先 端 部 の ピ ン お よ び 第 ２ 先 端 部 の ピ ン を 受 容 す る ス ロ ッ ト が 設 け ら
れ て お り 、 ス ロ ッ ト に は ス ロ ッ ト 内 で ピ ン が 滑 動 す る カ ム 運 動 伝 達 面 が 設 け ら れ て お り 、
両 先 端 部 の そ れ ぞ れ の 近 位 端 は 、 先 端 部 の 作 動 中 に 細 長 い 管 材 の 直 径 よ り 外 側 へ の 張 り 出
し が 最 小 限 に な る よ う に 拡 張 す る 、 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 両 先 端 部 の そ れ ぞ れ の 近 位 端 は 、 先 端 部 の 作 動 中 に 細 長 い 管 材 の 直 径 よ り 外 側 へ 張
り 出 す こ と が 無 い 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 作 業 ロ ッ ド は 、 機 械 加 工 、 打 ち 抜 き 加 工 、 重 ね 成 形 加 工 、 鋳 造 加 工 、 ま た は 、 金 属
の 射 出 成 形 加 工 な ど に よ っ て 形 成 さ れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 作 業 ロ ッ ド は ト ン グ 型 作 業 ロ ッ ド ま た は フ ォ ー ク 型 作 業 ロ ッ ド で あ る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 フ ォ ー ク 型 作 業 ロ ッ ド は そ の 両 側 に 貫 通 ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ４ に 記
載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ス ロ ッ ト は 湾 曲 し て い る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 貫 通 ス ロ ッ ト は 互 い に 交 軸 関 係 に あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ト ン グ 型 作 業 ロ ッ ド に は 、 ２ 本 の 交 軸 ス ロ ッ ト が ト ン グ 状 部 の 両 側 に 設 け ら れ て い
て い る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ス ロ ッ ト は 湾 曲 し て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ス ロ ッ ト の う ち 少 な く と も 一 方 は 開 放 端 ス ロ ッ ト ま た は 閉 鎖 端 ス ロ ッ ト で あ る 、 請
求 項 ８ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ス ロ ッ ト は 、 そ の 長 尺 部 に 沿 っ て 深 さ が 変 動 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具
。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ス ロ ッ ト の 変 動 す る 深 さ に よ り 、 引 張 り 力 を 前 記 先 端 部 に 沿 っ て 変 動 さ せ る よ う に
し た 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ト ン グ 型 作 業 ロ ッ ド に は 、 先 端 部 を 所 望 位 置 に 徐 々 に 移 動 さ せ る ラ チ ェ ッ ト 手 段 が
設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ラ チ ェ ッ ト 手 段 は 一 連 の 戻 り 止 め が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 外 科 手 術
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器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ス ロ ッ ト に は ロ ッ ク メ カ ニ ズ ム が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具
。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ピ ン は 、 圧 力 嵌 め 、 ネ ジ 嵌 め 、 溶 接 、 接 着 な ど に よ り 、 先 端 部 の 近 位 端 面 に 形 成 さ
れ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 外 科 手 術 器 具 で あ っ て 、
　 軸 線 沿 い に 延 び る 細 長 い 管 材 を 備 え て お り 、 細 長 い 管 材 の 内 側 に は 作 業 ロ ッ ド が 管 材 と
同 軸 に 作 動 自 在 に 設 け ら れ て お り 、
　 第 １ カ ム 運 動 伝 達 面 が 設 け ら れ た 第 １ カ ム ス ロ ッ ト を 有 す る 第 １ 先 端 部 と 、
　 第 ２ カ ム 運 動 伝 達 面 が 設 け ら れ た 第 ２ カ ム ス ロ ッ ト を 有 す る 第 ２ 先 端 部 と を 更 に 備 え て
お り 、 第 ２ 先 端 部 は 細 長 い 管 材 に 作 動 自 在 に 接 続 さ れ た 共 通 旋 回 ピ ン で 第 １ 先 端 部 に 旋 回
自 在 に 接 続 さ れ て 、 作 業 ロ ッ ド の 運 動 に 応 じ て 先 端 部 を 開 閉 す る よ う に な っ て お り 、
　 作 業 ロ ッ ド に は 浮 動 駆 動 ピ ン を 保 持 す る 第 ３ ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て お り 、 浮 動 駆 動 ピ ン
は 第 １ カ ム ス ロ ッ ト と 第 ２ カ ム ス ロ ッ ト を 通 し て 設 置 さ れ て お り 、 前 記 両 先 端 部 の そ れ ぞ
れ の 近 位 端 は 、 先 端 部 の 作 動 中 に 細 長 い 管 材 の 直 径 よ り 外 側 へ の 張 り 出 し が 最 小 限 に な る
よ う に 拡 張 す る 、 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 両 先 端 部 の そ れ ぞ れ の 近 位 端 は 、 先 端 部 の 作 動 中 に 細 長 い 管 材 の 直 径 よ り 外 側 へ 張
り 出 す こ と が 無 い 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 ３ ス ロ ッ ト は 垂 直 方 向 ス ロ ッ ト で あ る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 細 長 い 管 材 は そ の 近 位 部 に 浮 動 駆 動 ピ ン を 更 に 備 え て い て る 、 請 求 項 １ ７ に 記 載 の
外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 外 科 手 術 器 具 で あ っ て 、
　 軸 線 沿 い に 延 び る と と も に 、 回 転 自 在 な 外 側 シ ャ フ ト お よ び 同 軸 内 側 ロ ッ ド が 設 け ら れ
た シ ャ フ ト 組 立 体 と 、
　 第 １ ピ ン を 有 す る 第 １ 先 端 部 と を 備 え て お り 、 第 １ ピ ン は 第 １ 先 端 部 の 近 位 端 面 に 形 成
さ れ て お り 、
　 第 ２ ピ ン を 有 す る 第 ２ 先 端 部 を 更 に 備 え て お り 、 第 ２ ピ ン は 第 ２ 先 端 部 の 近 位 端 面 に 形
成 さ れ て お り 、 第 ２ 先 端 部 は シ ャ フ ト 組 立 体 に 作 動 自 在 に 接 続 さ れ た 共 通 旋 回 ピ ン で 第 １
先 端 部 に 旋 回 自 在 に 接 続 さ れ て 、 外 側 シ ャ フ ト の 運 動 に 応 じ て 先 端 部 を 開 閉 す る よ う に な
っ て お り 、
　 外 側 シ ャ フ ト に は 第 １ 先 端 部 の ピ ン と 第 ２ 先 端 部 の ピ ン を 受 容 す る 第 ス ロ ッ ト が 設 け ら
れ て お り 、 第 ス ロ ッ ト に は そ の 中 で ピ ン が 滑 動 す る カ ム 運 動 伝 達 面 が 設 け ら れ て お り 、 両
先 端 部 の そ れ ぞ れ の 近 位 端 は 、 先 端 部 そ れ ぞ れ の 作 動 中 に シ ャ フ ト 組 立 体 の 直 径 よ り 外 側
へ の 張 り 出 し が 最 小 限 に な る よ う に 拡 張 す る 、 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 両 先 端 部 の そ れ ぞ れ の 近 位 端 は 、 先 端 部 の 作 動 中 に シ ャ フ ト 組 立 体 の 直 径 よ り 外 側
へ 張 り 出 す こ と が 無 い 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 両 先 端 部 は 前 記 外 側 シ ャ フ ト を 回 転 さ せ る こ と に よ っ て 作 動 さ れ る 、 請 求 項 ２ １ に
記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 外 側 シ ャ フ ト は 複 数 の 構 成 部 材 か ら 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 外 科 手 術
器 具 。
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【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 第 ス ロ ッ ト は 貫 通 ス ロ ッ ト ま た は チ ャ ネ ル で あ る 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 外 科 手 術 器
具 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 第 ス ロ ッ ト は 湾 曲 し て い る 、 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 外 側 シ ャ フ ト に は 前 記 第 １ ス ロ ッ ト と 交 軸 関 係 に あ る ま た 別 な 第 ２ ス ロ ッ ト が 更 に
設 け ら れ て お り 、 前 記 第 １ 先 端 部 の ピ ン お よ び 前 記 第 ２ 先 端 部 の ピ ン の う ち 第 ２ の ピ ン を
受 容 す る よ う に し た 、 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 外 科 手 術 器 具 で あ っ て 、
　 軸 線 沿 い に 延 び る 細 長 い 管 材 を 備 え て お り 、 細 長 い 管 材 の 内 側 に は 作 業 ロ ッ ド が 管 材 と
同 軸 に 滑 動 自 在 に 設 け ら れ て お り 、
　 ピ ン を 有 す る 第 １ 先 端 部 を 更 に 備 え て お り 、 ピ ン は 第 １ 先 端 部 の 近 位 端 表 面 に 形 成 さ れ
て お り 、
　 共 通 の 旋 回 ピ ン で 第 １ 先 端 部 に 旋 回 自 在 に 接 続 さ れ て い る と と も に 、 細 長 い 管 材 に 作 動
自 在 に 接 続 さ れ て 作 業 ロ ッ ド の 運 動 に 応 じ て 第 １ 先 端 部 を 開 閉 す る よ う に し た 第 ２ 先 端 部
を 更 に 備 え て お り 、
　 作 業 ロ ッ ド に は ピ ン を 受 容 す る ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て お り 、 ス ロ ッ ト に は ス ロ ッ ト 内 で
ピ ン が 滑 動 す る カ ム 運 動 伝 達 面 が 設 け ら れ て お り 、 第 １ 先 端 部 の 近 位 端 は 、 先 端 部 の 作 動
中 に 細 長 い 管 材 の 直 径 よ り 外 側 へ の 張 り 出 し が 最 小 限 に な る よ う に 拡 張 す る 、 外 科 手 術 器
具 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 第 １ 先 端 部 の 近 位 端 は 、 先 端 部 の 作 動 中 に 細 長 い 管 材 の 直 径 よ り 外 側 へ 張 り 出 す こ
と が 無 い 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 ス ロ ッ ト は 湾 曲 し て い る 、 請 求 項 ２ ８ に 記 載 の 外 科 手 術 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 件 は 、 2004年 2月 27日 出 願 の 「 腹 腔 鏡 外 科 手 術 器 具 を 作 動 さ せ る シ ス テ ム お よ び そ の
方 法 （ System and Method of Actuating a Laparoscopic Surgical Instrument） 」 と い
う 名 称 の 仮 出 願 連 続 番 号 60/548,747号 の 優 先 権 を 主 張 す る 非 仮 出 願 で あ り 、 該 仮 出 願 の 全
体 は 本 件 で 引 例 に あ げ る こ と に よ り 本 明 細 書 の 一 部 に 組 み 込 ま れ る も の と す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 発 明 は 、 広 義 に は 、 腹 腔 鏡 外 科 手 術 器 具 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 腹 腔 鏡 外 科 手 術
器 具 の 先 端 部 を 作 動 さ せ る シ ス テ ム お よ び そ の 方 法 に 関 連 し て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 作 業 刃 ま た は 作 業 先 端 部 を 使 う 腹 腔 鏡 外 科 手 術 器 具 ま た は 同 様 の 装 置 は 、 通 例 、 何 ら か
の 機 械 手 段 で 作 動 状 態 に さ れ る 。 大 半 の 場 合 、 外 科 手 術 器 具 ま た は 外 科 手 術 装 置 を 作 業 ロ
ッ ド と し て 使 っ て 、 装 置 の 一 方 端 に 在 る ハ ン ド ル か ら の 運 動 を 反 対 端 の 先 端 部 に 伝 達 し て
い る 。 腹 腔 鏡 鋏 と 腹 腔 鏡 把 持 装 置 に 共 通 し て 、 作 業 ロ ッ ド は 先 端 部 の 孔 と 関 連 し て 作 動 す
る ピ ン を 備 え て い る 。 作 業 ロ ッ ド を 移 動 さ せ る こ と で ス ロ ッ ト 内 で ピ ン に カ ム 伝 達 機 能 を
実 施 さ せ 、 こ れ に よ り 先 端 部 が 開 閉 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 5,626,609号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 刃 ま た は 先 端 部 は 、 通 例 、 旋 回 点 よ り 近 位 に ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て お り 、 こ の よ う な 配
置 の ゆ え に 、 刃 ま た は 先 端 部 の 裏 面 端 部 を 非 常 に 大 き く す る 必 要 が あ る 。 把 持 装 置 に 取 付
け て 使 用 さ れ る 場 合 で 、 か つ 、 先 端 部 が そ れ ぞ れ に 開 位 置 に あ る 場 合 は 、 先 端 部 の 裏 面 端
部 が 把 持 装 置 シ ャ フ ト の 外 径 を 越 え て 外 に 張 り 出 し 、 「 翼 」 の よ う に 見 え る 。 こ れ は 、 使
用 中 に 先 端 部 が 体 組 織 ま た は 他 の 装 置 を 捕 獲 し て し ま っ た 場 合 、 或 い は 、 干 渉 す る 場 合 が
あ る と 、 使 用 者 に と っ て は 問 題 と な る 場 合 が あ り 、 特 に 、 患 者 に と っ て は 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 鋏 に 取 付 け て 使 用 さ れ る 場 合 、 上 述 の よ う な 翼 は 可 塑 材 の 収 縮 性 管 材 で 完 全 に 被 覆 さ れ
、 電 気 外 科 焼 灼 術 中 は 全 て の 金 属 構 成 要 素 を 電 気 絶 縁 す る よ う に 図 る こ と が 極 め て 多 い 。
し か し な が ら 、 鋏 ま た は 先 端 部 が 開 い て い る 場 合 、 翼 が 伸 張 し て 、 収 縮 管 材 を 変 形 さ せ る
こ と が あ る 。 こ れ は 、 鋏 が 套 管 針 か ら 引 き 出 さ れ た 場 合 に 、 変 形 し た 管 材 が 弛 緩 し な い 場
合 が あ る た め 、 管 材 が カ ニ ュ ー レ の 端 部 を 捕 獲 し て し ま い 、 患 者 か ら 套 管 針 を 引 き 出 す 恐
れ が あ る と い う 点 で 問 題 が あ る 。 従 っ て 、 当 該 技 術 分 野 で は 、 腹 腔 鏡 の 刃 ま た は 先 端 部 を
作 動 さ せ て 翼 の 望 ま し く な い 効 果 を 最 小 限 に 抑 え た 改 良 型 シ ス テ ム お よ び 改 良 法 が 必 要 で
あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は ピ ン と ス ロ ッ ト の 設 計 を 目 的 と し て お り 、 本 発 明 の 一 局 面 で は 、 刃 ま た は 先 端
部 か ら 作 業 ロ ッ ド へ と 駆 動 ス ロ ッ ト を 移 動 さ せ る 。 そ の 結 果 、 刃 ま た は 先 端 部 は 各 々 の 裏
面 端 部 の 面 積 を 非 常 に 低 減 す る こ と が で き 、 刃 ま た は 先 端 部 は 、 十 分 に 偏 向 し て い る 間 で
も 、 外 側 管 材 ま た は 外 側 シ ャ フ ト の 外 径 を 越 え て 張 り 出 す の は ほ ん の 僅 か な 部 分 で あ る か
、 ま た は 、 皆 無 で あ る 。 こ れ に よ り 、 把 持 装 置 の 使 用 中 は 刃 ま た は 先 端 部 を 捕 獲 す る も の
が 皆 無 と な る こ と が 確 実 に な る ば か り か 、 鋏 に 被 せ ら れ た 収 縮 管 材 は 決 し て 変 形 し な い こ
と も 確 実 に な る 。 こ れ を 実 現 す る こ と が で き る 理 由 は 、 ス ロ ッ ト の た め の 領 域 が 必 要 な い
せ い で あ る 。 更 に 、 作 業 ロ ッ ド の 刃 ま た は 先 端 部 に 設 け ら れ た 駆 動 ス ロ ッ ト の 利 用 可 能 面
積 が 外 側 管 材 ま た は 外 側 シ ャ フ ト の 全 体 径 ま で 最 大 限 に さ れ る が 、 こ の こ と で 、 刃 ま た は
先 端 部 は 更 に て こ の 力 を 得 る こ と が で き る 。 更 に 、 ス ロ ッ ト の 深 さ は 可 変 で あ り 、 作 動 時
に 刃 ま た は 先 端 部 に よ り 強 い 引 張 り 力 を 付 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 よ り 詳 細 に 述 べ る と 、 本 発 明 は 外 科 手 術 器 具 を 目 的 と し て お り 、 該 器 具 は 軸 線 沿 い に 延
び る 細 長 い 管 材 と 、 第 １ ピ ン を 有 す る 第 １ 先 端 部 と 、 第 ２ ピ ン を 有 す る 第 ２ 先 端 部 と を 備
え て お り 、 細 長 い 管 材 の 内 側 に は 作 業 ロ ッ ド が 同 軸 に 滑 動 自 在 に 設 け ら れ て お り 、 第 １ ピ
ン は 第 １ 先 端 部 の 近 位 端 表 面 に 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ ピ ン は 第 ２ 先 端 部 の 近 位 端 表 面 に 形
成 さ れ て お り 、 第 ２ 先 端 部 は 細 長 い 管 材 に 作 動 自 在 に 接 続 さ れ た 共 通 旋 回 ピ ン で 第 １ 先 端
部 に 旋 回 自 在 に 接 続 さ れ て 、 作 業 ロ ッ ド の 運 動 に 応 じ て 先 端 部 を 開 閉 す る よ う に な っ て い
る 。 こ の 局 面 に つ い て 、 作 業 ロ ッ ド に は 第 １ 先 端 部 の ピ ン お よ び 第 ２ 先 端 部 の ピ ン を 受 容
す る ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て お り 、 ス ロ ッ ト に は ス ロ ッ ト 内 で ピ ン が 滑 動 す る カ ム 運 動 伝 達
面 が 設 け ら れ て お り 、 先 端 部 の 近 位 端 は 先 端 部 の 作 動 中 に 細 長 い 管 材 の 直 径 よ り 外 側 へ の
張 り 出 し が 最 小 限 に な る よ う に 拡 張 す る 。 ま た 別 な 局 面 で は 、 ２ つ の 先 端 部 の 近 位 端 は 先
端 部 そ れ ぞ れ の 作 動 中 に 細 長 い 管 材 の 直 径 よ り 外 側 へ 張 り 出 す こ と が 無 い 。 作 業 ロ ッ ド は
、 機 械 加 工 、 打 ち 抜 き 加 工 、 重 ね 成 形 加 工 、 鋳 造 加 工 、 ま た は 、 金 属 の 射 出 成 形 加 工 な ど
に よ っ て 形 成 さ れ る 。 ピ ン は 、 圧 力 嵌 め 、 ネ ジ 嵌 め 、 溶 接 、 接 着 な ど に よ り 、 先 端 部 の 近
位 端 面 に 形 成 さ れ る 。 作 業 ロ ッ ド は ト ン グ 型 作 業 ロ ッ ド や フ ォ ー ク 型 作 業 ロ ッ ド で も よ い
。 フ ォ ー ク 型 作 業 ロ ッ ド に つ い て は 、 ロ ッ ド は そ の 両 側 に 貫 通 ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て お り
、 こ れ ら は 湾 曲 し て い て 互 い に 交 軸 関 係 に あ っ て も よ い 。 ト ン グ 型 作 業 ロ ッ ド に は 、 ま た
、 ２ 本 の 湾 曲 し た 交 軸 ス ロ ッ ト が ト ン グ 状 部 の 両 側 に 設 け ら れ て い て も よ い 。 こ れ ら ス ロ
ッ ト は 開 放 端 ス ロ ッ ト で も 閉 鎖 端 ス ロ ッ ト で も よ い こ と が 分 か る 。 上 述 の よ う に 、 ス ロ ッ
ト は 、 そ の 長 尺 部 に 沿 っ て 深 さ が 変 動 す る よ う に な っ て い て も よ い 。 特 に 、 ス ロ ッ ト の 深
さ を 変 え る こ と に よ り 、 先 端 部 に 沿 っ て 加 え る 引 張 り 力 を 変 動 さ せ る こ と が で き る 。 ま た
別 な 局 面 で は 、 ト ン グ 型 作 業 ロ ッ ド に は 、 先 端 部 を 所 望 位 置 に 徐 々 に 移 動 さ せ る ラ チ ェ ッ
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ト 手 段 が 設 け ら れ て い て も よ く 、 ラ チ ェ ッ ト 手 段 は 一 連 の 戻 り 止 め が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 で は 、 外 科 手 術 器 具 が 開 示 さ れ て お り 、 該 器 具 は 、 軸 線 沿 い に 延
び る 細 長 い 管 材 と 、 第 １ カ ム ス ロ ッ ト を 有 す る 第 １ 先 端 部 と 、 第 ２ カ ム ス ロ ッ ト を 有 す る
第 ２ 先 端 部 と を 備 え て お り 、 細 長 い 管 材 の 内 側 に は 作 業 ロ ッ ド が 同 軸 に 作 動 自 在 に 設 け ら
れ て お り 、 第 １ カ ム ス ロ ッ ト に は 第 １ カ ム 運 動 伝 達 面 が 設 け ら れ て お り 、 第 ２ カ ム ス ロ ッ
ト に は 第 ２ カ ム 運 動 伝 達 面 が 設 け ら れ て お り 、 第 ２ 先 端 部 は 細 長 い 管 材 に 作 動 自 在 に 接 続
さ れ た 共 通 旋 回 ピ ン で 第 １ 先 端 部 に 旋 回 自 在 に 接 続 さ れ て 、 作 業 ロ ッ ド の 運 動 に 応 じ て 先
端 部 を 開 閉 す る よ う に な っ て い る 。 こ の 局 面 に つ い て 、 作 業 ロ ッ ド に は 浮 動 駆 動 ピ ン を 保
持 す る 第 ３ ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て お り 、 浮 動 駆 動 ピ ン は 第 １ カ ム ス ロ ッ ト と 第 ２ カ ム ス ロ
ッ ト を 通 し て 設 置 さ れ て お り 、 ２ つ の 先 端 部 の 近 位 端 は 先 端 部 そ れ ぞ れ の 作 動 中 に 細 長 い
管 材 の 直 径 よ り 外 側 へ の 張 り 出 し が 最 小 限 に な る よ う に 拡 張 す る 。 ま た 別 な 局 面 で は 、 先
端 部 の 近 位 端 は 先 端 部 の 作 動 中 に 細 長 い 管 材 の 直 径 よ り 外 側 へ 張 り 出 す こ と が 無 い 。 第 ３
ス ロ ッ ト は 垂 直 方 向 ス ロ ッ ト で あ っ て も よ く 、 ま た 、 細 長 い 管 材 は そ の 近 位 部 に 浮 動 駆 動
ピ ン を 更 に 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 で は 、 外 科 手 術 器 具 が 開 示 さ れ て お り 、 該 器 具 は 、 軸 線 沿 い に 延
び る と と も に 回 転 自 在 な 外 側 シ ャ フ ト お よ び 同 軸 内 側 ロ ッ ド が 設 け ら れ た シ ャ フ ト 組 立 体
と 、 第 １ ピ ン を 有 す る 第 １ 先 端 部 と 、 第 ２ ピ ン を 有 す る 第 ２ 先 端 部 と を 備 え て お り 、 第 １
ピ ン は 第 １ 先 端 部 の 近 位 端 面 に 形 成 さ れ て お り 、 第 ２ ピ ン は 第 ２ 先 端 部 の 近 位 端 面 に 形 成
さ れ て お り 、 第 ２ 先 端 部 は シ ャ フ ト 組 立 体 に 作 動 自 在 に 接 続 さ れ た 共 通 旋 回 ピ ン で 第 １ 先
端 部 に 旋 回 自 在 に 接 続 さ れ て 、 外 側 シ ャ フ ト の 運 動 に 応 じ て 先 端 部 を 開 閉 す る よ う に な っ
て い る 。 こ の 局 面 に つ い て 、 外 側 シ ャ フ ト に は 第 １ 先 端 部 の ピ ン と 第 ２ 先 端 部 の ピ ン を 受
容 す る ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て お り 、 ス ロ ッ ト に は そ の 中 で ピ ン が 滑 動 す る カ ム 運 動 伝 達 面
が 設 け ら れ て お り 、 ２ つ の 先 端 部 の 近 位 端 は 先 端 部 そ れ ぞ れ の 作 動 中 に シ ャ フ ト 組 立 体 の
直 径 よ り 外 側 へ の 張 り 出 し が 最 小 限 に な る よ う に 拡 張 し 、 先 端 部 は 外 側 シ ャ フ ト を 回 転 さ
せ る こ と に よ っ て 作 動 さ れ る 。 ま た 別 な 局 面 で は 、 ２ つ の 先 端 部 の 近 位 端 は 先 端 部 そ れ ぞ
れ の 作 動 中 に シ ャ フ ト 組 立 体 の 直 径 よ り 外 側 へ 張 り 出 す こ と が 無 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 上 記 特 徴 お よ び 利 点 と そ れ 以 外 の 特 徴 お よ び 利 点 は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し な が
ら 実 施 形 態 を 説 明 す れ ば 明 ら か に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 米 国 特 許 第 5,626,609号 に 例 示 さ れ て い る よ う な 先 行 技 術 の 腹 腔 鏡
外 科 手 術 器 具 １ ０ ０ の 斜 視 図 が あ り 、 該 特 許 は 引 例 に 挙 げ る こ と に よ り 本 明 細 書 の 一 部 を
な す も の と す る 。 外 科 手 術 器 具 １ ０ ０ は 、 通 例 、 固 定 ハ ン ド ル １ ２ と 旋 回 ハ ン ド ル １ ４ と
を 有 す る ハ ン ド ル 組 立 体 １ ０ を 備 え て い る 。 ハ ン ド ル 組 立 体 １ ０ か ら シ ャ フ ト 組 立 体 ２ ０
が 延 び て い る が 、 該 シ ャ フ ト 組 立 体 は 外 側 管 材 ２ ２ と 内 側 作 業 ロ ッ ド ２ ４ を 有 し て い る 。
作 業 ロ ッ ド ２ ４ は 外 側 管 材 ２ ０ を 同 軸 関 係 で 滑 動 さ せ る 。 外 側 管 材 ２ ２ は 固 定 ハ ン ド ル １
２ に 固 着 さ れ 、 一 方 、 作 業 ロ ッ ド ２ ４ は 旋 回 ハ ン ド ル １ ４ に 固 着 さ れ る 。 シ ャ フ ト 組 立 体
２ ０ の 遠 位 端 に は 器 具 メ カ ニ ズ ム ３ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る が 、 該 器 具 メ カ ニ ズ ム は 下 位
顎 部 材 ３ ２ と 上 位 顎 部 材 ３ ４ か ら な る 。 器 具 メ カ ニ ズ ム ３ ０ は 連 結 メ カ ニ ズ ム ４ ０ を 介 し
て 旋 回 点 ３ ６ で シ ャ フ ト 組 立 体 ２ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 使 用 中 は 、 作 業 ロ ッ ド ２ ４ が 外 側
管 材 ２ ２ の 内 側 を 滑 動 す る と 、 連 結 メ カ ニ ズ ム ４ ０ は 旋 回 点 ３ ６ を 中 心 と し て 顎 部 材 ３ ２
、 ３ ４ を 旋 回 さ せ る よ う に 作 動 し 、 両 顎 部 材 を 開 閉 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ お よ び 図 ３ を 参 照 す る と 、 先 行 技 術 の 器 具 メ カ ニ ズ ム ３ ０ ａ が 例 示 さ れ て い る が 、
こ れ は 、 例 え ば 、 第 １ の 鋏 刃 ３ ２ ａ と 第 ２ の 鋏 刃 ３ ４ ａ を 備 え て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は
、 収 納 部 材 ５ ０ は 外 側 管 材 ２ ２ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 器 具 メ カ ニ ズ ム ３ ０ ａ は 収 納 部 材
５ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ハ ン ド ル が 移 動 す る と 、 作 業 ロ ッ ド ２ ４ は 外 側 管 材 ２ ２ を 通
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っ て 器 具 メ カ ニ ズ ム ３ ０ ａ に 向 け て 滑 動 す る 。 図 ２ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 鋏 刃 ３ ２ ａ
、 ３ ４ ａ に は カ ム ス ロ ッ ト ３ ８ 、 ３ ９ が そ れ ぞ れ に 設 け ら れ て お り 、 こ れ ら ス ロ ッ ト が 内
側 ロ ッ ド ２ ４ に 取 り 付 け ら れ た ベ ア リ ン グ ポ ス ト ６ ０ を 受 容 す る 。 ロ ッ ド ２ ４ が 移 動 す る
と 、 ベ ア リ ン グ ポ ス ト ６ ０ が カ ム ス ロ ッ ト ３ ８ 、 ３ ９ の 内 部 を 滑 動 し て 旋 回 点 ３ ６ ａ を 中
心 と し て 刃 ３ ２ ａ 、 ３ ４ ａ を 旋 回 さ せ 、 刃 を 開 閉 さ せ る こ と に な る 。 こ の 器 具 メ カ ニ ズ ム
３ ０ ａ の 欠 点 は 、 刃 ３ ２ ａ 、 ３ ４ ａ が 開 く と 、 両 刃 の 後 端 が 収 納 部 材 ５ ０ の ス ロ ッ ト を 通
り 抜 け て 、 両 刃 と も 開 か せ て し ま う こ と で あ る 。 す な わ ち 、 刃 ３ ２ ａ 、 ３ ４ ａ の 後 端 は 外
科 手 術 器 具 の 外 径 を 越 え て 外 に 張 り 出 し て 、 「 翼 」 の よ う に 見 え る 。 こ れ は 、 使 用 中 に 両
刃 の 後 端 が 体 組 織 ま た は そ れ 以 外 の 装 置 を 捕 獲 し た り 、 或 い は 、 干 渉 す る よ う な こ と に な
っ た 場 合 に は 、 使 用 者 に と っ て は 問 題 と な る 。 更 に 、 刃 ３ ２ ａ 、 ３ ４ ａ が 開 い て い る 時 は
、 翼 が 伸 張 し て 、 シ ャ フ ト 組 立 体 ２ ０ を 電 気 絶 縁 す る た め に 使 用 さ れ て い た 可 塑 性 収 縮 管
材 を 変 形 さ せ て し ま う こ と が あ る 。 例 え ば 、 処 置 後 に 器 具 が 套 管 針 か ら 引 き 出 さ れ る と 、
変 形 さ れ た 管 材 は 弛 緩 せ ず 、 カ ニ ュ ー レ の 端 部 を 捕 獲 し 、 患 者 の 体 外 に 套 管 針 を 引 き 出 し
て し ま う 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ Ａ か ら 図 ４ Ｃ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 １ の 局 面 に よ る 外 科 手 術 装 置 ２ ０ ０ に 器 具
メ カ ニ ズ ム ２ １ ０ が 設 け ら れ て い る の が 例 示 さ れ て お り 、 該 器 具 メ カ ニ ズ ム は 第 １ の 刃 ま
た は 第 ２ 先 端 部 ２ １ ２ と 第 ２ の 刃 ま た は 第 ２ 先 端 部 ２ １ ４ を 有 し て お り 、 こ れ ら 先 端 部 は
各 々 に ピ ン ２ １ ８ と ピ ン ２ １ ６ が そ れ ぞ れ の 近 位 端 に 形 成 さ れ て い る 。 ピ ン ２ １ ８ 、 ２ １
６ は 、 通 例 は 、 溶 接 に よ り 刃 ま た は 先 端 部 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ に 固 着 さ れ て お り 、 刃 ま た は 先
端 部 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ の 裏 面 端 部 の 主 面 か ら 外 方 向 に 延 び て い る 。 刃 ま た は 先 端 部 ２ １ ２ 、
２ １ ４ は 重 ね 合 わ さ れ て 鋏 の 形 状 に な り 、 共 通 ピ ン ２ ２ ０ に よ っ て 外 側 管 材 と 旋 回 関 係 に
保 持 さ れ て い る 。 本 発 明 の 新 規 な 特 徴 は 、 以 下 で よ り 詳 し く 説 明 し て い る よ う に 、 ス ロ ッ
ト を 設 け た 作 業 ロ ッ ド ２ ２ ４ と 相 互 作 用 す る 器 具 メ カ ニ ズ ム ２ １ ０ を 備 え て い る 点 で あ る
。 刃 ま た は 先 端 部 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ は ス ロ ッ ト で は な く ピ ン ２ １ ８ 、 ２ １ ６ が 設 け ら れ て い
る た め 、 裏 面 端 部 に 大 き な 面 積 を 必 要 と し な い こ と が 分 か る 。 こ れ が 有 利 な の は 、 刃 ま た
は 先 端 部 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ の 「 翼 幅 」 は 、 翼 が 開 い て い る 時 に 最 小 に な る か ら で あ る が 、 但
し 、 翼 幅 が 排 除 さ れ て い な い 場 合 に 限 る 。 更 に 、 刃 ま た は 先 端 部 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ と ロ ッ ド
２ ２ ４ の 総 強 度 は 最 大 に な る が 、 こ れ は 、 ロ ッ ド と 両 刃 の 双 方 が 一 体 で あ る か ら 、 す な わ
ち 、 単 体 構 成 部 材 で あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 フ ォ ー ク 型 作 業 ロ ッ ド ２ ２ ４ は 多 数 の 異 な る 方 法 で 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 所 望 の 機 能 部
は 、 所 望 の 径 の 中 実 ロ ッ ド ま た は 管 材 か ら 機 械 加 工 さ れ る 。 ま た 別 な 局 面 で は 、 金 属 片 が
端 部 に 所 望 の ス ロ ッ ト を 設 け る よ う に 打 ち 抜 き 加 工 さ れ て か ら 管 材 を 特 定 の 径 に 巻 き 上 げ
、 ス ロ ッ ト を 設 け た 端 部 が 「 二 股 フ ォ ー ク 部 」 を 形 成 す る 。 ま た 別 な 局 面 で は 、 作 業 ロ ッ
ド の 端 部 の フ ォ ー ク 機 能 部 を シ ャ フ ト 上 に 重 ね 成 形 し て 、 経 費 効 率 の よ い 構 成 部 材 を も た
ら す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ト ン グ 型 作 業 ロ ッ ド に つ い て は 、 フ ォ ー ク 型 作 業 ロ ッ ド と 同 様 の 方 法 で 形 成 さ れ る 。 よ
り 詳 し く 述 べ る と 、 先 端 部 の 細 部 を 機 械 加 工 す る こ と は 、 細 部 を 重 ね 成 形 す る の と 同 様 に
、 任 意 で あ る 。 作 業 ロ ッ ド の 端 部 は 別 個 の 部 分 と し て 形 成 さ れ 、 す な わ ち 、 成 形 し 、 機 械
加 工 し 、 鋳 造 し 、 金 属 射 出 成 形 加 工 し 、 或 い は 、 そ れ 以 外 の 方 法 で 加 工 す る こ と で 、 そ の
部 分 の 機 能 部 の 細 部 を 設 け る こ と が で き る が 、 そ の 後 に 、 ネ ジ 嵌 め 、 ス ナ ッ プ 嵌 め 、 粘 着
剤 、 溶 接 プ ロ セ ス 、 ま た は 、 そ れ 以 外 に 何 ら か の 取 付 け 方 法 で 標 準 シ ャ フ ト に 装 着 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 図 ４ の 器 具 メ カ ニ ズ ム ２ １ ０ が 作 業 ロ ッ ド ２ ２ ４ に 接 続 さ れ て い る
の を 例 示 し た 斜 視 図 が あ る 。 刃 ま た は 先 端 部 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ を 製 造 す る 多 数 の 方 法 が 存 在
す る こ と が 分 か る 。 例 え ば 、 刃 ま た は 先 端 部 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ を 従 来 の 打 ち 抜 き 加 工 で 形 成
し て か ら 、 熱 処 理 に 付 す 。 ま た 別 な 実 施 例 で は 、 刃 ま た は 先 端 部 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ は 予 備 硬
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化 さ れ た 材 料 の 半 加 工 品 か ら 形 成 さ れ て か ら 、 放 電 加 工 切 断 さ れ 、 水 噴 射 切 断 さ れ 、 レ ー
ザ ー 切 断 さ れ 、 ま た は 、 機 械 加 工 さ れ て 、 最 終 形 状 を 得 る こ と が で き る 。 刃 ま た は 先 端 部
２ １ ２ 、 ２ １ ４ の 裏 側 端 部 の ピ ン ２ １ ８ 、 ２ １ ６ は 刃 ま た は ピ ン そ れ ら 自 体 の 上 に 直 接 形
成 さ れ て も よ い し 、 或 い は 、 ピ ン が 製 造 さ れ た 後 で 付 加 さ れ て も よ い こ と に 留 意 す る べ き
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ピ ン ２ １ ８ 、 ２ １ ６ は 次 の 複 数 の 方 法 の う ち の １ つ 、 ま た は 、 組 み 合 わ せ に よ り ロ ッ ク
す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 圧 力 嵌 め 、 ス エ ー ジ 嵌 め 、 ネ ジ 嵌 め 、 お よ び ／ ま た は 、 溶
接 で あ る 。 刃 ま た は 先 端 部 ２ １ ２ 、 ２ １ ４ の 一 部 と し て ピ ン を 製 造 す る た め に 、 多 数 の プ
ロ セ ス を 利 用 す る こ と が で き る 。 シ ー ト 状 の 材 料 を 機 械 加 工 し て 、 旋 回 穴 の ほ か に ピ ン も
設 け る こ と が で き る 。 こ の シ ー ト 材 料 は 加 熱 処 理 を 受 け て か ら 研 削 整 形 装 置 に 送 ら れ 、 こ
の 装 置 が 刃 ま た は 先 端 部 の 輪 郭 を 研 削 し て 造 る こ と が で き る 。 研 削 整 形 後 の プ レ ー ト は 放
電 加 工 切 断 さ れ 、 第 ２ の 輪 郭 が 切 り 出 さ れ る 。 こ の 種 の プ ロ セ ス は 、 駆 動 ピ ン を 一 体 配 置
し た 多 数 の 構 成 部 材 を 、 比 較 的 廉 価 で 生 産 す る こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 最 小 数 の 作 業 か ら 完 全 な 部 材 を 生 産 す る こ と の で き る 別 な プ ロ セ ス が あ る 。 そ の 具 体 例
と し て 、 金 属 射 出 成 形 （ Ｍ Ｉ Ｍ ） し 、 鋳 造 し 、 粉 末 冶 金 す る （ Ｐ Ｍ ） と い う プ ロ セ ス が あ
る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 最 終 的 な 刃 は 研 磨 さ れ 、 或 い は 、 そ れ 以 外 の 後 処 理 に 付 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の ピ ン と ス ロ ッ ト の 設 計 に つ い て 述 べ て い く が 、 こ の 場 合 、 実 現 可 能 な
利 点 が 多 数 あ る 。 例 え ば 、
（ １ ） 刃 ま た は 先 端 部 は 各 々 の 裏 側 端 部 の 面 積 が 減 じ ら れ て 、 刃 ま た は 先 端 部 が 、 十 分 に
偏 向 さ れ て い る 間 で も 、 外 側 管 材 ま た は 外 側 シ ャ フ ト の 外 径 を 越 え て 外 へ 張 り 出 す の は 極
め て 僅 か な 部 分 だ け で あ る か 、 ま た は 、 皆 無 で あ る 。 こ れ に よ り 、 把 持 装 置 の 使 用 中 に 刃
ま た は 先 端 部 を 捕 獲 す る も の は 全 く 無 く な り 、 鋏 に 被 せ ら れ て い る 収 縮 管 材 が 変 形 さ れ る
こ と が 決 し て な い こ と を 確 実 に す る 。 こ う な る の は 、 ス ロ ッ ト の た め の 領 域 が 必 要 と さ れ
な く な る せ い で あ る 。
（ ２ ） 作 業 ロ ッ ド の 刃 ま た は 先 端 部 に 設 け ら れ る 駆 動 ス ロ ッ ト の 利 用 可 能 面 積 は 、 外 側 管
材 ま た は 外 側 シ ャ フ ト の 全 体 径 ま で 最 大 限 に さ れ る が 、 こ れ に よ り 、 刃 ま た は 先 端 部 に 付
加 的 な て こ 力 が 加 わ る 。
（ ３ ） 作 業 ロ ッ ド に チ ャ ネ ル が 設 け ら れ て い る 場 合 は 、 チ ャ ネ ル の 深 さ は 変 動 さ せ て 、 作
動 時 に 刃 に 加 え ら れ る 引 張 り 力 を 徐 々 に 増 大 さ せ る こ と が で き る 。
　 更 に 、 刃 ま た は 先 端 部 か ら 作 業 ロ ッ ド ま で ス ロ ッ ト を 移 動 さ せ る こ と に よ り 、 刃 の 「 翼
幅 」 は 低 減 ま た は 排 除 す る こ と が で き る が 、 こ れ は 、 裏 側 端 部 が ス ロ ッ ト を 設 け る 必 要 は
な く 、 む し ろ 、 小 型 ピ ン を 設 け る こ と で 、 体 組 織 、 他 の 器 具 、 ま た は 、 縫 合 糸 を 捕 獲 す る
可 能 性 を 最 小 限 に 抑 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ６ Ａ お よ び 図 ６ Ｂ を 参 照 す る と 、 作 業 ロ ッ ド の 端 部 が 例 示 さ れ て い る が 、 作 業 炉 度 は
フ ォ ー ク 型 の 設 計 ２ ２ ４ ａ ま た は ト ン グ 型 設 計 ２ ２ ４ ｂ の い ず れ で あ っ て も よ い 。 フ ォ ー
ク 型 設 計 ２ ２ ４ ａ を 採 用 し た 場 合 は 、 貫 通 ス ロ ッ ト ２ ２ ６ は ロ ッ ド ２ ２ ４ ａ の 両 側 に 形 成
さ れ る 。 刃 ま た は 先 端 部 の 裏 側 端 部 は ロ ッ ド に 挿 入 す る こ と が で き る が 、 そ の 場 合 、 第 １
の 刃 ま た は 第 １ 先 端 部 の ピ ン は 第 １ ス ロ ッ ト に ロ ッ ク さ れ 、 第 ２ の 刃 ま た は 第 ２ 先 端 部 の
ピ ン は 対 向 す る 第 ２ ス ロ ッ ト に ロ ッ ク さ れ る 。 刃 ま た は 先 端 部 は 、 外 側 管 材 ま た は 外 側 シ
ャ フ ト に 設 け ら れ た 共 通 旋 回 点 に よ っ て 固 定 す る こ と が で き る 。 作 業 ロ ッ ド が 一 方 向 に 移
動 さ れ る と 、 刃 ま た は 先 端 部 は ピ ン と ス ロ ッ ト ２ ２ ６ を 介 し て 回 転 運 動 を 受 け る こ と に な
る 。 刃 ま た は 先 端 部 の 各 々 を シ ャ フ ト に ロ ッ ク し て い る ピ ン は 刃 ま た は 先 端 部 と 一 体 で あ
っ て も よ い し 、 或 い は 、 別 個 の 構 成 要 素 で あ っ て も よ い 。 フ ォ ー ク 型 設 計 ２ ２ ４ ａ と 同 様
に 、 ト ン グ 設 計 ２ ２ ４ ｂ は 、 更 に 後 段 で 論 じ る よ う に 、 ト ン グ 状 部 の 両 側 に ス ロ ッ ト ２ ２
６ が 設 け ら れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ７ Ａ お よ び 図 ７ Ｂ を 参 照 す る と 、 作 業 ロ ッ ド ２ ２ ４ が ト ン グ 状 端 部 の 両 側 に ス ロ ッ ト
２ ２ ６ を 組 み 入 れ て い る の を 例 示 し た 斜 視 図 と 側 面 図 が あ る 。 上 述 の よ う に 、 刃 ま た は 先
端 部 は 、 裏 側 端 部 に 、 ロ ッ ド の ス ロ ッ ト に 収 ま る ピ ン が 設 け ら れ る 。 ロ ッ ド は 前 方 に 押 さ
れ 、 或 い は 、 後 方 に 引 張 ら れ て 、 刃 ま た は 先 端 部 に 回 転 運 動 を 伝 達 し 、 刃 ま た は 先 端 部 は
外 側 管 材 ま た は 外 側 シ ャ フ ト に 取 り 付 け ら れ た 共 通 旋 回 点 に よ っ て 旋 回 さ せ ら れ る 。 場 合
に よ っ て は 、 複 数 の 互 い に 異 な る 長 さ の 先 端 部 に つ い て 、 力 を 変 動 さ せ な が ら 、 先 端 部 を
そ れ ぞ れ 異 な る 開 口 部 へ と 複 数 の 異 な る 速 度 で 移 動 さ せ る 複 数 の 異 な る ス ロ ッ ト 設 計 を 設
定 す る の が 有 利 と な る 場 合 が あ る 。 図 ７ Ｃ お よ び 図 ７ Ｄ を 参 照 す る と 、 ス ロ ッ ト ２ ２ ６ は
、 所 望 に 応 じ て 、 開 端 部 ス ロ ッ ト ま た は 閉 端 部 ス ロ ッ ト （ も し く は 、 そ の 両 方 の 組 み 合 わ
せ ） を 含 む 。 図 ７ Ｅ お よ び 図 ７ Ｆ は 、 本 発 明 の 別 な 局 面 に よ り 、 作 業 ロ ッ ド に 湾 曲 し た ス
ロ ッ ト が 設 け ら れ た の を 例 示 し て い る 。 本 発 明 の 両 刃 ま た は 両 先 端 部 を 設 け て い る 顎 の 旋
回 点 を 刃 と 刃 の 合 流 点 と す る 場 合 、 ピ ン お よ び ス ロ ッ ト と 蝶 番 と の 間 の 距 離 は 作 業 ロ ッ ド
の 位 置 次 第 で 変 動 す る こ と が 分 か る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 湾 曲 し た ス ロ ッ ト を 使 っ て こ の 現
象 を 補 正 し 、 作 業 ロ ッ ド と 顎 運 動 と の 間 の 関 係 を よ り 直 線 形 に 近 づ け る こ と が で き る 。 例
え ば 、 刃 ま た は 先 端 部 が 閉 位 置 に 近 づ く と 、 ス ロ ッ ト は よ り 制 御 し 易 い 形 状 に な り 、 刃 ま
た は 先 端 部 が 開 位 置 に 近 づ く と 、 加 速 度 が 高 ま る 形 状 に な る 。 こ の 局 面 に つ い て 、 器 具 は
調 整 に よ り 、 所 望 の 器 具 制 御 と 使 用 者 へ の フ ィ ー ド バ ッ ク を 供 与 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 別 な 実 施 形 態 で は 、 図 ８ Ａ お よ び 図 ８ Ｂ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 ト ン グ 状 部
の ス ロ ッ ト ２ ２ ６ ｂ は ス ロ ッ ト に 角 度 を 設 け る よ う な 形 状 に す る こ と が で き る 。 換 言 す る
と 、 一 方 端 Ｂ 'に お け る ス ロ ッ ト ２ ２ ６ ｂ の 深 度 は 他 方 端 Ａ '２ ２ ８ に お け る 深 度 よ り も 深
い か 、 浅 い か 、 い ず れ で あ っ て も よ い 。 こ れ が 有 利 で あ る の は 、 作 業 ロ ッ ド ２ ２ ４ が 引 張
ら れ て 、 刃 ま た は 先 端 部 が 閉 じ る と 、 ス ロ ッ ト の 底 面 の 角 度 に よ り 、 ス ロ ッ ト 内 で カ ム 伝
達 動 作 を し て い る ピ ン が 強 制 的 に 引 き 離 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 両 刃 ま た は 両 先 端 部 の そ れ
ぞ れ の 裏 面 端 部 が 散 会 し 、 こ れ が 今 度 は 、 両 刃 ま た は 両 先 端 部 の そ れ ぞ れ の 表 面 が 一 緒 に
な っ て 切 断 面 沿 い に よ り 強 い 引 張 り 力 を 付 与 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ８ Ｃ に 例 示 さ れ て い る よ う な 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 で は 、 ス ロ ッ ト ２ ２ ６ に 戻 り 止 め
ま た は 斜 角 転 換 部 ２ ２ ９ が 設 け ら れ て 、 ハ ン ド ル 動 作 に 対 し て 両 顎 部 の 線 形 運 動 に 影 響 を
与 え ず に 、 刃 ま た は 先 端 部 を 所 望 位 置 へ 暫 定 的 に 「 ロ ッ ク す る 」 ま た は 「 ラ チ ェ ッ ト 式 に
徐 々 に 移 動 さ せ る 」 の が 図 示 さ れ て い る 。 図 ８ Ｄ は 、 ス ロ ッ ト ２ ２ ６ ｄ に ま た 、 複 数 の 異
な る 断 面 部 が 設 け ら れ て い る の を 例 示 し て お り 、 例 え ば 、 ス ロ ッ ト ２ ２ ６ ｄ に は 、 鳩 の 尾
状 の 輪 郭 ２ ３ ０ を 有 す る ロ ッ ク メ カ ニ ズ ム が 設 け ら れ て い る 。 こ の 実 施 形 態 に つ い て 、 刃
ま た は 先 端 部 に 設 け ら れ た 嵌 合 ピ ン は ス ロ ッ ト と 一 致 し て 、 そ の 中 に 「 ロ ッ ク す る 」 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ９ に 例 示 さ れ て い る よ う な 本 発 明 の 別 な 局 面 で は 、 両 刃 ま た は 両 先 端 部 ２ １ ２ 、 ２ １
４ と も に 可 動 で あ る 必 要 は な い 。 す な わ ち 、 一 方 の 刃 ２ １ ２ は 固 定 さ れ る が 、 他 方 の 刃 ２
１ ４ が 作 動 で き る よ う に な っ て い れ ば よ い 。 可 動 刃 ２ １ ４ は 、 ピ ン ３ ０ ０ と 、 刃 ２ １ ４ を
作 動 さ せ る の に ス ロ ッ ト が １ 個 し か 設 け ら れ て い な い 作 業 ロ ッ ド ３ ０ ２ と を 備 え て い る よ
う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 で は 、 図 １ ０ Ａ お よ び 図 １ ０ Ｂ は 、 作 業 ロ ッ ド ４ １ ０ に 浮 動 駆 動
ピ ン ４ ０ ２ を 設 け た 外 科 手 術 器 具 ４ ０ ０ を 例 示 し て い る 。 よ り 詳 し く 述 べ る と 、 作 業 ロ ッ
ド ４ １ ０ に は 垂 直 方 向 ス ロ ッ ト ４ ０ ４ が 設 け ら れ て お り 、 駆 動 ピ ン ４ ０ ２ が 中 を 浮 遊 で き
る よ う に し て い る 。 こ の 局 面 に つ い て は 、 駆 動 ピ ン ４ ０ ２ は 刃 ま た は 先 端 部 ４ １ ２ の ス ロ
ッ ト ４ ０ ６ 、 刃 ま た は 先 端 部 ４ １ ４ の ス ロ ッ ト ４ ０ ８ を そ れ ぞ れ に 通 し て 設 置 さ れ 、 作 業
ロ ッ ド ス ロ ッ ト に 配 置 さ れ る 。 外 側 シ ャ フ ト 先 端 部 ４ １ ６ は 先 端 部 か ら 内 側 へ 延 び る 浮 動
ピ ン ス ロ ッ ト ４ １ ８ を 有 し て い る 。 浮 動 駆 動 ピ ン ４ ０ ２ は こ の ス ロ ッ ト 内 を 滑 動 し 、 該 ス
ロ ッ ト 内 に 保 有 さ れ る 。 旋 回 ピ ン ４ ２ ０ は シ ャ フ ト の 先 端 部 に 配 置 さ れ て 、 先 端 部 組 立 体
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を 適 所 に ロ ッ ク す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ １ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 が 例 示 さ れ て い る が 、 こ こ で は 、 ス ロ ッ ト
ま た は チ ャ ネ ル ２ ２ ６ は 上 述 の 設 計 の い ず れ で あ っ て も よ い が 、 作 業 ロ ッ ド は 複 数 の 多 元
的 部 材 片 ２ ２ ４ ｃ 、 ２ ２ ４ ｄ に 分 岐 さ れ て 、 刃 ま た は 先 端 部 に 独 立 し た 運 動 を 供 与 す る 。
こ れ は 、 両 刃 ま た は 両 先 端 部 が そ れ ぞ れ に 異 な る 速 度 で 合 流 す る 必 要 が あ る 場 合 、 ま た は
、 そ れ ぞ れ に 異 な る 距 離 を 移 動 し て 合 流 す る 必 要 が あ る 場 合 に は 、 有 用 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 １ ２ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 が 例 示 さ れ て お り 、 こ の 場 合 、 ス ロ ッ ト ま
た は チ ャ ネ ル は 作 業 ロ ッ ド に 配 置 せ ず に 、 む し ろ 、 外 側 シ ャ フ ト ５ ２ ４ に 配 置 さ れ て い る
。 特 に 、 両 刃 ま た は 両 先 端 部 ５ １ ２ 、 ５ １ ４ は 、 刃 ５ １ ２ の ピ ン ５ １ ６ を 例 外 と し て 、 前
述 の 設 計 の も の に 類 似 し て お り 、 具 体 的 に は 、 ピ ン が 外 側 シ ャ フ ト ５ ２ ４ ま で 延 び て お り
、 該 外 側 シ ャ フ ト に ス ロ ッ ト ５ １ ８ が 設 け ら れ て い る た め 、 刃 ま た は 先 端 部 ５ １ ２ 、 ５ １
４ の そ れ ぞ れ の ピ ン ５ １ ６ 、 ５ ２ ０ を 受 容 す る よ う に な っ て い る 。 本 発 明 の こ の 局 面 に つ
い て 、 両 刃 ま た は 両 先 端 部 ５ １ ２ 、 ５ １ ４ は 外 側 シ ャ フ ト ５ ２ ４ を 回 転 さ せ る こ と に よ り
作 動 さ れ る が 、 こ れ に よ り 、 ピ ン ５ １ ６ 、 ５ ２ ０ は 外 側 シ ャ フ ト ５ ２ ４ の ス ロ ッ ト ５ １ ８
に 沿 っ て 運 動 を カ ム 伝 達 し 、 刃 ５ １ ２ 、 ５ １ ４ を 開 閉 さ せ る 。 外 側 シ ャ フ ト ５ ２ ４ は 多 数
部 材 片 か ら 構 成 さ れ て い て も よ く 、 ま た 、 貫 通 ス ロ ッ ト で は な く 、 む し ろ 、 チ ャ ネ ル を 備
え て い る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 精 神 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 せ ず に 、 多 種 多 様 に 開 示 さ れ た 実 施 形 態 に つ い て 、 上
記 以 外 に 多 数 の 修 正 を 行 う こ と が で き る こ と が 分 か る 。 こ の た め 、 上 記 説 明 は 本 発 明 を 制
限 す る も の と 解 釈 す る べ き で は な く 、 好 ま し い 実 施 形 態 の 単 な る 具 体 例 と 理 解 さ れ る べ き
で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 先 行 技 術 の 外 科 手 術 器 具 の 腹 腔 鏡 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 外 科 手 術 器 具 の 器 具 メ カ ニ ズ ム が 開 位 置 に あ る の を 例 示 し た 側 面 切 り 取 り
図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 展 開 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ａ 】 本 発 明 の 腹 腔 鏡 外 科 手 術 器 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｂ 】 本 発 明 の 器 具 メ カ ニ ズ ム の 刃 ま た は 先 端 部 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ Ｃ 】 本 発 明 の 腹 腔 鏡 外 科 手 術 器 具 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 組 立 済 み 外 科 手 術 器 具 に 可 動 先 端 部 と 作 業 ロ ッ ド が 設 け ら れ て い る の を
例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 本 発 明 の フ ォ ー ク 型 作 業 ロ ッ ド を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 の ト ン グ 型 作 業 ロ ッ ド を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 フ ォ ー ク 型 作 業 ロ ッ ド の フ ォ ー ク 型 端 部 の 両 側 に ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て い る の
を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 フ ォ ー ク 型 作 業 ロ ッ ド の フ ォ ー ク 型 端 部 の 両 側 に ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て い る の
を 例 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｃ 】 本 発 明 の 別 な 局 面 に よ り 、 作 業 ロ ッ ド に 開 放 端 の ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て い る の
を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｄ 】 本 発 明 の 別 な 局 面 に よ り 、 作 業 ロ ッ ド に 開 放 端 の ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て い る の
を 例 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｅ 】 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 に よ り 、 作 業 ロ ッ ド に 湾 曲 ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て い る の
を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｆ 】 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 に よ り 、 作 業 ロ ッ ド に 湾 曲 ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て い る の
を 例 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 本 発 明 の 別 な 局 面 に よ り 、 作 業 ロ ッ ド に 角 度 付 け し た ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て い
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る の を 例 示 し た 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｂ 】 本 発 明 の 別 な 局 面 に よ り 、 作 業 ロ ッ ド に 角 度 付 け し た ス ロ ッ ト が 設 け ら れ て い
る の を 例 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｃ 】 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 に よ り 、 作 業 ロ ッ ド の ス ロ ッ ト に 戻 り 止 め ま た は 斜 角 転
換 部 を 設 け て 、 先 端 部 を 所 望 位 置 に 暫 定 的 に ロ ッ ク す る 、 ま た は 、 ラ チ ェ ッ ト 式 に 徐 々 に
移 動 さ せ る よ う に し た の を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ Ｄ 】 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 に よ り 、 作 業 ロ ッ ド の ス ロ ッ ト に ロ ッ ク 機 構 を 設 け た の
を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 に よ り 、 組 立 済 み の 外 科 手 術 器 具 に 固 定 先 端 部 ま た は 可 動
先 端 部 を 設 け た の を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ａ 】 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 に よ り 、 外 科 手 術 器 具 に 垂 直 方 向 ス ロ ッ ト を 有 す る 作
業 ロ ッ ド が 設 け ら れ て 、 浮 動 駆 動 ピ ン を 保 持 す る よ う に し た の を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ Ｂ 】 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 に よ り 、 外 科 手 術 器 具 に 垂 直 方 向 ス ロ ッ ト を 有 す る 作
業 ロ ッ ド が 設 け ら れ て 、 浮 動 駆 動 ピ ン を 保 持 す る よ う に し た の を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 に よ り 、 少 な く と も ２ つ の 部 材 に 分 離 さ れ て 独 自 の 運 動
を 供 与 す る よ う に し た 作 業 ロ ッ ド を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 に よ り 、 ス ロ ッ ト を 設 け て 外 科 手 術 器 具 の 先 端 部 の ピ ン
を 作 動 さ せ る よ う に し た 外 側 管 材 ま た は 外 側 シ ャ フ ト を 例 示 し た 図 で あ る 。
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】

(11) JP 2007-525285 A 2007.9.6



【 図 ４ Ｃ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ Ａ 】 【 図 ６ Ｂ 】

【 図 ７ Ａ 】
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【 図 ７ Ｂ 】

【 図 ７ Ｃ 】

【 図 ７ Ｄ 】

【 図 ７ Ｅ 】

【 図 ７ Ｆ 】

【 図 ８ Ａ 】

【 図 ８ Ｂ 】

【 図 ８ Ｃ 】

【 図 ８ Ｄ 】

【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ Ａ 】 【 図 １ ０ Ｂ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15) JP 2007-525285 A 2007.9.6



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16) JP 2007-525285 A 2007.9.6



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17) JP 2007-525285 A 2007.9.6



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18) JP 2007-525285 A 2007.9.6



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2007-525285 A 2007.9.6



フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,BJ,
CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,
CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KP,KR,KZ,LC,LK,LR,LS,LT,L
U,LV,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MZ,NA,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,SY,TJ,TM,TN,TR,TT
,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

(74)代理人  100103609
            弁理士　井野　砂里
(72)発明者  ジョンソン　ゲアリー　エム
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９２６９２　ミッション　ヴィージョ　キャネラ　２４６６
            ２
(72)発明者  アルバーグ　ラッセル　イー
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９２６８８　ランチョ　サンタ　マルガリータ　フェルスパ
            ー　７
(72)発明者  オキヒサ　ディヴィッド
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９２６０２　アーヴィン　ハリファックス　プレイス　１１
(72)発明者  バック　ボイチューク　グレゴリー　アイ
            アメリカ合衆国　カリフォルニア州　９２６７７　ラグナ　ニジェール　ヒデン　ヒルズ　ロード
            　２４８４２　アパートメント　エフ
Ｆターム(参考) 4C060 AA04  FF15  FF19  GG24  GG28  MM24 

(20) JP 2007-525285 A 2007.9.6



专利名称(译) 用于操作腹腔镜手术器械的系统和方法

公开(公告)号 JP2007525285A 公开(公告)日 2007-09-06

申请号 JP2007500887 申请日 2005-02-17

[标]申请(专利权)人(译) 应用医疗资源

申请(专利权)人(译) 应用医疗Risoshizu公司

[标]发明人 ジョンソンゲアリーエム
アルバーグラッセルイー
オキヒサディヴィッド
バックボイチュークグレゴリーアイ

发明人 ジョンソン ゲアリー エム
アルバーグ ラッセル イー
オキヒサ ディヴィッド
バック ボイチューク グレゴリー アイ

IPC分类号 A61B17/28 A61B17/00 A61B17/04 A61B17/32

CPC分类号 A61B17/3201 A61B17/1608 A61B17/29 A61B17/32 A61B17/320016 A61B2017/2932 A61B2017/2934 
A61B2017/2936

FI分类号 A61B17/28.310 A61B17/00.320

F-TERM分类号 4C060/AA04 4C060/FF15 4C060/FF19 4C060/GG24 4C060/GG28 4C060/MM24

优先权 60/548747 2004-02-27 US

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供改进的系统和操作腹腔镜刀片或尖端的改进方法，
以最小化机翼的不良影响。工作杆可滑动地设置在细长管件内侧的管材
上，并且还包括具有第一销的第一尖端部分，第一销形成在第一远端的
近端表面上，并且还包括具有第二销的第二远端，第二销形成在第二远
端的近端表面上它完成了并且其适于将所述第二尖端在其自由连接致动
所述细长的管状构件，以打开和响应关闭的前端部至工作杆的移动的共
同的枢销可枢转地连接到所述第一末梢手术器械。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/bd3ea469-c28c-44a1-9ac6-d4a1c52f1da0
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034960959/publication/JP2007525285A?q=JP2007525285A

